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⾒るだけでも、⼤変。しかし、皆さん、笑顔で、輝いていた。 

こんな瞬間に⽴ち会えた幸せ。今回、「使ったつもり預⾦」はじめ、渡仏前、我慢の⽣活。 

フランス・パリに来て、ケチるなどできない。なぜなら、今回は⾃分への再投資。 

新しい出会いや、光景に接することで、⾒えるものが違ってくる。 

得たいものも、ある。変⾝や脱⽪も可能なら、夢や⽬標に挑戦してみたい。 

 

 

 

   
 

 

 
 

 



今は、今に、全⼒投球するのみ。終わりよければ、すべて良し。 

⼤きく夢を描ける領域にはないが、それでも、懲りずに、 

今の身の程で、何ができるのか、未知なものが多いだけに、⾯⽩い、という考え⽅。 

知らないことが多いと、強く反省している。反省は猿でも。実践が⼤切。 

 

 

   

 

 

 
 

 

貪欲に体験、気づきと発⾒。学ぶことも多い。⼈⽣まだまだと、考えたい。 

⼈混みなんか、何のその。気持ちで負けない。そう⾔い聞かせての、多少背伸びの、旅立ち。 

誰かの⾔葉、倒れるなら前に、前傾姿勢の⼤切さ。 

事実、凱旋⾨カウントダウンの取材は、格闘だった。⼼に強く残った。 


